
2025年 大洲青年会議所は創立70周年を迎えます。

記念事業は、どなたでも参加できる、大洲の魅力があふれる事業を企画中です。
詳細は随時公開させていただきます。

記念式典  2025年5月24日
記念事業  2025年中に実施
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　大洲青年会議所は、大洲市や内子町を中心に、肱川流域を明るく豊かで活気ある地域にする
ことを目指して、日々運動しています。
　今年は「まちづくりのためのひとづくり」を一つのテーマに掲げ、地域を支えるリーダーを育成する
ためのさまざまな事業を展開してきました。特に、メンバーのリーダーシップを強化する事業を実施
し、地域社会に貢献できる人材の育成に力を注いでいます。
　来年2025年には、大洲青年会議所は創立70周年という節目を迎えます。これまで培ってきた
歴史と経験を活かし、さらなる飛躍を目指します。
　そんな私たちは、これからの未来を共に創る仲間を募集しています。
子どもたちの未来や地域の発展のために、私たちと一緒に魅力あるまちづくりに挑戦しませんか？
少しでも興味をお持ちいただけましたら、ぜひお気軽にご連絡ください。
皆さまのご参加を心よりお待ちしております。　

繋げよう未来へ 〜手を取り合い、一歩ずつ歩んでいこう〜繋げよう未来へ 〜手を取り合い、一歩ずつ歩んでいこう〜

メ ン バ ー 紹 介

30 回覧

新入会員紹介 新しいメンバーが増えました！一緒にがんばっていきましょう！

「まちづくりのためのひとづくり」
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ー  青年会議所とは  ー
。すでりま集の年青す指目をりくづ会社いよりよ、てしと条信を情友・ 仕奉・ 練修　

　青年会議所とは、「明るい豊かな社会」を実現するために、時代の担い手としての自覚と責任を持った 20歳 
～ 40 歳までの青年で構成され運動する団体です。

社いよりよ、ともの」情友・ 仕奉·練修「条信のつ三、りあで”発開の間人と会社“は的目業事の所議会年青　
会づくりを目指し、ボランティアやまちづくりから、行政改革 、地方分権などの社会的課題に積極的にとり組
み、市民運動の先頭に立って進む団体、それが青年会議所です。
ちなみに、JCI とは、 青年会議所のことであり、英語の “Junior Chamber lnternational” の頭文字をとったもの
です。

一般社団法人 大洲青年会議所
愛媛県大洲市大洲８９１－１大洲市民会館３F

電　話 ： 0893-24-7107（火～金曜：9時～ 15 時）
メール ： ozujc091@gmail.com　ホームページ：https://www.ozujc.info/

現在（一社）大洲青年会議所では、我々と共に活動していただくメンバーを募集しております。

是非、我々と一緒に活動してみませんか。

   ［入会条件］
・２０歳から４０歳までの方
・住居地または勤務地が大洲市・喜多郡および周辺地域の方
・青年会議所の活動の趣旨に賛同される方

上記三項を満たす方ならどなたでも入会できます。
興味を持たれた方は、事務局までご連絡をお願いします。

大洲青年会議所

Facebook▶Instagram▶ HP▶

Ozu
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70周年準備委員会70周年準備委員会

特別委員会委員長の二宮です。事業内容のメインは、『第４２回おまつり村』の開催です。大
洲青年会議所主催のおまつり村は、地域コミュニティの活性化や、郷土愛を育むために、地域
にとって無くてはならないイベントであると考えています。子どもを含む多くの世代で楽しめる
ようなイベントを企画し、幅広い世代の来場を促すことで、地域コミュニティの活性化を目指し

て活動しています。
今回、郷土芸能を継承されている方と協力し、ステージにて披露していただくだけでなく、『おまつり村』内にてＰＲ
活動を行い、来場者に周知していくことで郷土愛をより育める場を提供させていただきました。また、１１月のおまつ
り村開催に先立って、地域の郷土芸能に関わっている方を７月の例会にお招きし、歴史についてお話しをしていただ
きました。
郷土芸能の始まりは、庶民の娯楽であり、多くの制約があった時代に行っていた神事ごとから、時代の変化と共に
庶民が見て楽しめる内容へと変化してきました。郷土芸能の中でもそれぞれに歴史がありますが、庶民の娯楽であっ
たことから、気軽に見て楽しみ、活動に参加していただきたいという内容でした。その後、懇親会にも参加いただき、
親睦を深めました。
そして、１１月３日『第４２回おまつり村』は、前日の暴風雨にも負けず、無事開催することができました。会場設営
にご協力いただいたすべての皆様に感謝します。また、来場していただいた方、出店により協力していただいた方、
ステージにて披露していただいた方、準備に携わっていただいた方、多くの方が笑顔になるおまつり村として盛会
で終えられたことを嬉しく思います。

特別委員会 (おまつり村実行委員会)特別委員会 (おまつり村実行委員会)
委員長　二宮　亮

指導力開発委員会は、大洲青年会議所メンバーが優れた市民、職業人であるために訓練や学
びの場を設け、各個人の成長を目指す委員会です。
８月には、防衛省自衛隊愛媛地方協力本部大洲地域事務所ご協力のもと、自衛隊体験入隊事
業を行いました。　

日ごろなかなか体験できない自衛隊独自の体操、トレーニング方法や整列、敬礼の作法を学び、登山訓練ではチー
ム一丸となり目標時間までに到着できるよう皆で協力しながらゴールを目指しました。私たちが住み暮らすこの大洲
でメンバーと一緒に訓練ができたことを非常に嬉しく思い、共に学び共に汗をかいたこの一日を大切にし、何事にも
全力で取り組む大洲青年会議所でありたいと思います。
その他にも、甚大な被害が予想されている南海トラフ地震対策についての備えや対応についての防災講話、大洲で
活動されているボーイスカウト大洲第１団の指導者の方にご来訪いただき、子供たちに対しての指導・教育法の講座
では「子供たちにとって、本当に大切なものは自然を愛し、他人を思いやる優しい心である」と教わり、同じ社会奉
仕の心を持ち、大洲で活動する団体への知識と理解を深めました。
今後も、「学び」の機会を大切にメンバー同士お互い高め合いながら活動してまいります。

指導力開発委員会指導力開発委員会
委員長　鎌田 祥宏

私たち（一社）大洲青年会議所は来年度創立70年を迎えます。本委員会では、記念すべき
この節目に向けた準備を着々と進めており、記念式典の日程や組織の決定、記念事業の検討を
行いました。大洲の魅力あふれる
事業を展開してまいります。こうご

期待ください！ 創立70周年という節目は、これまでの活
動を振り返りつつ、未来に向けた新たなスタート地点で
す。竹が節ごとに育つように、私たちもこの節が終わる
ことで、力強く、しなやかに次の１０年へと成長していく
ための土台となります。貢献できる組織として、さらなる
発展を目指してまいります。 結びに、日頃より地域の方
には、私たち大洲青年会議所に多大なご支援とご協力を
賜り、心より感謝申し上げます。 （一社）大洲青年会議所
も引き続きよろしくお願いいたします。

委員長　西田 典正
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JCイベント「巨大草むら迷路！！」




